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教科等研究会（小学校算数部会）  

令和２年度 研究活動のまとめ  

 

１ 研究テーマ 

学ぶ楽しさを味わわせながら、考えを深め合う算数科の授業づくり 

～主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の工夫～ 

 

２ 研究経過 

第１回 第２回 第３回（中止） 

期日 人数 場所 期日 場所 授業者・講師 期日 場所 授業者 

7/6 57 甲佐町生涯学習

センター 

11/27 高学年部 

広安西小 

 

低学年部 

白旗小 

坂本龍亮教諭 

中野みなみ講師 

（広安西小） 

西岡大樹教諭 

（白旗小） 

1/22 高学年部 

乙女小 

低学年部 

高木小 

林田奈瑠美教諭 

（乙女小） 

朝倉菜穂子教諭 

（高木小） 

 

３ 研究の概要 

(1) 研究の内容 

ア 研究テーマについて 

  本年度の上益城郡教科等研究会全体テーマ「児童生徒一人ひとりが輝く『分かる・

できる』『楽しい』授業づくり」を受け、小学校算数部会では、平成２８年度に設定

したテーマ「学ぶ楽しさを味わわせながら、考えを深め合う算数科の授業づくり」か

ら、サブテーマを「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の工夫」とし

て研究していくことにした。 

◆「学ぶ楽しさを味わう」とは 

     「面白そう」「やってみたい」という好奇心をそそるだけでなく、「不思議だ」「ど

うすればいいのかな」と試行錯誤し、「なるほど、そうか」「そうなるんだ」「分かっ

たぞ」と納得できることととらえる。 

   ◆「考えを深め合う」とは 

     「ここまでは分かるんだけど」という不安から、「こんな考えがある」「こんな方法

がある」「えっ。どうすればそうなるの？」「それは、・・・だからだよ」と児童の考

えをつなぐうちに、「これがいいね！」と考えのよさを見つけ、目標に到達することと

とらえる。 

   ◆「主体的・対話的で深い学び」とは 

     「主体的な学び」とは、児童自らが、問題の解決に向けて見通しを持ち、粘り強く取

り組み、問題解決の過程を振り返り、よりよく解決したり、新たな問いを見出したりす

る事である。 

「対話的な学び」とは、数学的な表現を柔軟に用いて表現し、それを用いて筋道を立

てて説明しあうことで新しい考えを理解したり、それぞれの考えのよさや事柄の本質に

ついて話し合うことでよりよい考えに高めたり、事柄の本質を明らかにしたりするなど

自らの考えや集団の考えを広げ深める事である。 

「深い学び」とは、日常の事象や数学の事象について、「数学的な見方・考え方」を

働かせ、数学的活動を通して、問題を解決するよりよい方法を見出したり、意味の理解

を深めたり、概念を形成したりするなど、新たな知識・技能を見出したり、それらと既

習の知識を統合したりして思考や態度が変容することである（以上、小学校学習指導要

領解説算数編より）。 

算数の学習過程の中で、「主体的・対話的で深い学び」の視点を取り入れ、それらの

学びが実現できるように指導方法を工夫改善していくことで、「学ぶ楽しさを味わわせ

ながら、考えを深め合う算数科の授業づくり」ができるのではないかと考えた。 
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イ 研究の進め方 

 ○今年度の算数部会の全会員数は５６名となっている。そのため、全員が集まる研究会は

コロナウイルス感染拡大防止の観点から実施できないと思われる。そこで、全体を「高

学年」と「低学年」の２グループに分け、それぞれのグループで授業研を年間２本ずつ

実施する。こうすることで全体では４回の授業研を実施することができるので、様々な

制限がある中でも実のある研究会にできるのではと考えた。（第３回が熊本県の緊急事

態宣言を受けて中止となったため、授業研の実施回数は２回となった。） 

 ○研究授業は、低・高の学年部ごとに役割を分担し、事前研を行って授業づくりを進

める。 

 ○授業研究会では、低・高学年部それぞれに講師を招聘し、授業についてのまとめや

講話をいただく。 

 ○今年度は学習構想案の形式で指導案を作成し、「単元終了時の児童の姿」「単元を

通した学習課題」「本単元で働かせる見方・考え方」を明確にした上で授業を行う

ようにする。 

ウ 講話の概要 

○第２回研究会（低学年部）講師：大林将呉 教諭（熊本大学附属小学校） 

〔内容〕「数学的な見方・考え方について」 

・「見方」とは「捉え方」のことであり、「考え方」とは論理的・統合的・発展的に

考えることである。 

・「問い」とは、勝手に浮かぶものではない。必ずズレがあり、「おかしいぞ」「で

きるはずなのに」という思考から「問い」が生まれ、そのことが主体的な学びへ

とつながっていく。 

○第２回研究会（高学年部）講師：蜂谷和男 指導主事（熊本県立教育センター） 

〔内容〕「『熊本の学び』と本研究テーマについて」 

・学習指導要領に書かれていることを全ての子どもに伝えていくのが「熊本の学び」

である。 

・「振り返り」が次の活動につながっていく。次の学びへとつながっていくような学

習をするために必要なものが「主体的・対話的で深い学び」である。 

・全国学調の結果から、熊本県の抱える問題が見えてくる。立式するときも、この式

が何を表しているのか自分の言葉で言ったり書いたりさせる必要がある。 

○第３回研究会 （低学年部）講師：古川公雄 校長  （宇土市立花園小学校） 

（高学年部）講師：宮本博規 主任主事（熊本市教育センター） 

    熊本県の緊急事態宣言を受けて中止。 

 

(2) 成果と課題 

  ア 成果 

   ○今年度はコロナウイルス感染拡大防止のため、第３回研究会が中止になったが、少

ない研究会の中で低学年、高学年の授業が行われ、発達段階に合わせた指導計画と

授業実践を研究することができた。 

   ○事前研で各授業の主張点が話し合われた。そして、研究授業の前に授業や主張点に

ついての説明が行われた。また、研究会では、討議の柱を決めて小グループによる

話し合いの機会を設けることで、意見が出しやすくなった。 

   ○今年度は、低・高学年それぞれで講師を招聘した。講話の中で、本時の授業の解説

だけでなく新学習指導要領の解説や本研究テーマに関する講話等があり、大変参考

になった。 

  イ 課題 

   ○今年度は、コロナウイルス感染拡大防止のため、全体を低学年部と高学年部に分け

た。授業研究会は、それぞれ会場を別にして行ったが、各学年部相互の交流をする

機会がとれず、参加できない学年部の研究会や講話内容等を会員に知らせることが

できなかった。 
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４ 実践事例 

(1) 授業の概要 

  第５学年 単元名 ならした大きさを考えよう（東京書籍 新しい算数５） 

      授業者 T1 坂本龍亮 教諭 T2 中野みなみ 講師（益城町立広安西小学校） 

 ア 研究主題との関連 

  ○問題意識をもつ場の工夫 

・単元の導入では、「ならす」ことの意味を、実際に物を用いて操作をすることで、実感

を伴った理解ができるようにする。また、操作しながらならすことが難しい題材を用い

ることで困り感を持たせ、ならしかたについて話し合い、課題につなげていく。  

・主張・根拠・理由付けの３点セットを使って考えることで、自分の考えをなかなか持つ

ことができない児童に思考を促す手がかりとし、答えが導かれるまでの過程まで考える

ことができるようにする。 

   ○学び合い・高め合う場の工夫 

・平均の理解を深めるための立ち止まる場面として、個数の中に０を含める場面の平均の

問題を取り上げる。「０点の試合を１試合と考えるのか」という視点のもとに話し合わ

せることで、０の処理の仕方を理解できるようにする。また、普段は小数で表さない場

面でも、平均で考えるときには小数で表す場合もあることを、日常生活で使われている

場面を示すことで理解できるようにする。  

・多様な考えを出し合い、話し合いをさせる場面の際には、答えが間違っている意見でも

考えを深めるための大切な意見であることを児童に感じさせることで、すべての意見が

よりよい結論を出すためのものであることに気づかせる。 

   ○自己の変容を実感できる振り返りの工夫 

・終末場面で、振り返りを行い、新たな発見や気づき、友達の考えの良さ等が明確になる

ようにする。 

 イ 質疑・応答及び研究協議 

〔自評〕÷５の考えをしている児童が多く、÷５なのか÷６なのか、０点の試合をど

うするかで活発に話し合うことが出来た。最後は時間が押してしまってまとめま

でしかできず、適用問題をすることが出来なかった。 

○棒グラフが見やすく操作しやすい。児童は前時から使用していたので、使いこなし

ていた。 

○平均の良さを児童に実感させることで、これからの日常生活の中で平均を使ってい

く姿が見られるとよい。学習構想案の「単元終了時の児童の姿」にも具体的に書

くようにするとよい。 

 ウ 助言・まとめ 

○各教科書の数字は単元の目標に準拠した数字なので、よく練られている。それを使

いながら授業の世界に引き込む要素が必要になる。 

○０を１つの値として認識させることが大切。次時の授業にもつながってくる。 

○振り返りの工夫として、今日学んだことを使って次の時間に行うことを考えさせて

もいい。 

 

(2) 学習指導案  

 〔単元の目標〕 

平均の意味について理解し、測定した結果を平均する方法について図や式を用いて考え

る力を養うとともに、平均の意味や平均を求める方法を、数学的表現を用いて考えた過程

を振り返り、今後の生活や学習に活用しようとする態度を養う。  

〔単元の評価規準〕  

○平均の意味について理解するとともに、測定した結果の平均を求めることができる。  

【知識・技能】  

○概括的にとらえることに着目して、測定した結果を平均する方法や平均から全体量を求め

る方法を図や式などを用いて考え表現している。     【思考・判断・表現】  

○平均の意味や、測定した結果を平均する方法を粘り強く考えたり、数学のよさに気づき学

習したことを今後の生活や学習に活用したりしている。  

【主体的に学習に取り組む態度】 
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 〔本時の学習〕 

  ○ 本時の目標 

値に０がある場合の平均の求め方や、分離量でも平均値は小数で表す場合があること

を理解する。 

○ 本時の展開  

過

程 

時

間 

学習活動 

（♢予想される児童の発言） 

指導上の留意点（学習の目的・意図、内容、方

法等） 

備

考 

T1 T2 

導

入 

10 １ 学習課題を把握する。 

  

 

 

 

 

 

 

 ③本時のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

  

・

モ

ニ

タ

ー 

 

展

開 

25 ２  ６試合の平均得点を求め

る。 

①６試合の平均得点を考える。 

♢（1+4+0+5+3+2）÷６＝２．５ 

♢（１+4+5+3+2）÷５＝３ 

②式の違いから、０に着目して

０を含めるかどうか判断す

る。 

♢０を足しても合計の数は変わ

らないから、式に入れなくて

もいい。 

♢６ 試 合 の 平 均 を 出 す た め に

は、０を入れる必要がある。 

♢０を入れないと、÷５になっ

てしまい、５試合の平均にな

ってしまう。 

③平均得点が小数で表してもよ

いことを理解する。 

♢得点に小数はないからおかし

い。 

♢1 試合の平均得点だから、小数

になることもある。 

 

 

 

 

 

 

〇２つの式を比較させて

違いを理解させること

で、「０を含めるのか

どうか」、「÷６にす

る の か ÷ ５ に す る の

か」について話し合う

ことができるようにす

る。 

〇話し合いの中で、平均

の答えが小数であるこ

と が 話 題 に 出 た と き

は、先に平均が小数に

なってもよいことを押

さえる。 

〇テレビ等で実際に使わ

れている場面を見せる

ことで、平均得点が小

数でもよいことが理解

できるようにする。 

 

 

〇自分の考えを持

つことが難しい

児童には、ヒン

トカードを与え

ることで、課題

解決に粘り強く

取り組めるよう

にする。 

〇 （ １ +4+5+3+2 ）

÷５＝３の考え

を出し、話し合

う視点を持たせ

ることができる

ようにする。 

 

 

 

 

終

末 

10 ３ 本時のまとめと適用問題 

① 本時のまとめをする。 

 

 

② 適用問題を解く。 

③ 振り返りをする。 

 

 

 

 

〇問題を解き終えた児童

は、班で困っている児

童に教える。 

 

 

 

 

〇 個 別 支 援 を 行

う。 

 

 

 

 

①前時までの振り返り問題 

ソフトバンクホークスの５月の４試合の

得点です。 

１ ３ ２ ２ 

１試合あたりの平均得点は何点ですか？ 

【めあて】０があるときの平均の求め方を考えることができる。 

【期待される学びの姿】 

６試合の平均を求めないといけな

いから０を含めることが分かる。 

【具体の評価規準】（知識・技能） 

〇０を含めて平均を求めることや平均を小数で

表してもよいことを理解している。（ノー

ト、発表） 

【到達していない児童への手立て】 

 ヒントカードで、６試合の平均を求めること

に着目させる。 

【まとめ】０があるときは０を式に入れて計算する。 

②本時の学習課題 

ソフトバンクホークスの１０月の 6 試合の得点で

す。 

１ ４ ０ ５ ３ ２ 

１試合あたりどちらの月が点を多く取ったといえる

でしょう。 
平均を求めると比べられる

ね。 

予想される児童の反応①（１+4+0+5+3+2）÷６ 

②（1+4+5+3+2）÷５③(1+4+5+3+2)÷６ 

・
ヒ
ン
ト
カ
ー
ド 

 

・
モ
ニ
タ
ー 


